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事業者に寄り添った入札制度に第 3回定例会
（R4.9）

　　　野津田公園の将来像について市は、「野津田公園は、約40ヘクタールの面積
　　　を有する町田市最大の総合公園であり、市内唯一の日本陸上競技連盟公認の
陸上競技場である。Ｊリーグ等のレベルの高いトップスポーツも開催される町田
GIONスタジアムをはじめ、野球場やテニスコート、多目的グラウンド等、みどり
豊かな環境の中でスポーツを楽しめる運動施設と、多くの自然が残る公園として、
市内外の方々に親しまれている。

　第二次野津田公園整備基本計画では、〝自然の中で楽しむ総合スポーツパーク〟
という、野津田公園の持つ資源を活かしたコンセプトを掲げ、競技スポーツから健
康スポーツまでの幅広い活動や、豊かなみどりを活かした自然とのふれあい活動や
多様なレクリエーションが楽しめる公園を目指している。

　これまで、町田GIONスタジアムのバックスタンドの増設や、公園区域を拡張し
て、夜間照明付きのテニスコートと、丘の上グラウンドの整備を進めてきた。ま
た、447品種1,423株ものバラを植栽したバラ広場を整備するなど、様々な活動が
楽しめる公園整備に注力してきた。今後は更に、総合公園にふさわしい、子どもの
遊び場を含むパークセンターゾーンの整備に着手し、スポーツ利用だけでなく、市
民の交流の場となる公園を目指す。」との答弁であった。

　公園利用の内訳（2021年度）としては、J2の観客を除いた年間利用者数は12万
9千人であり、1日当たり約350人となる。その内、園地のみの利用者数は、年間約
4万1千人、1日当たり約110人となる。駐車場は約600台分あり、市内最大規模の
公園として考えると利用者は少ないと感じる。今後の整備計画として、テニスコー
ト4面の整備工事とテニスコート利用者の更衣室やトイレ等の既存建物の改修工事
を2023年3月に完了する予定。パークセンターゾーンの整備予定は、2025年度に
整備工事に着手し、2027年度に完成予定。具体的な整備内容は、地形の傾斜を活
かしたアスレチック遊具等の配置や小さな子供も遊べる複合遊具の整備、雨水調整
池の一部を安全にスケートボード等ができる施設として整備する。

　私からは、冬期のイルミネーションの開催やスポーツ団体から要望がある丘の上
グラウンドへの夜間照明の設置について提案した。

　市内外から多くの方に利用していただき、多くの方で賑わい、愛される、そして
町田市を代表する公園になるよう今後の整備を注視していきます。

野津田公園の整備について第 3回定例会
（R4.9）
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加藤真彦は、令和４年９月、12月の町田市議会定例会で、
自由民主党会派の一員として一般質問に立ち、町田の農業振興、
都道芝溝街道・綾部交差点の安全確保、野津田公園整備などを要望しました。

町田市の更なる発展に向けて全力！

　　　札案件の発注は、その財源が税金によってまかなわれるものであるため、よ
　　　り良いものを、適正な価格で調達しなければなりません。多くの事業者に応
札していただき、質の高い工事を担っていただかなければなりません。

　今回、事業者の方からご相談をいただき、改善を求めたのは、市側の理由により
入札中止となった場合に詳細な説明を行うことである。現在、詳細な中止理由の説
明がない自治体が多くあり、町田市も同様である。しかし、中止の場合、積算（見
積り）にかかる時間と費用が無駄になってしまう。

　大前提として、誤りを防ぐよう努めていただくことが最優先だが、詳しい理由や
経過をきちんと明示するよう改善を図っていただくよう求め、「市側の理由で入札
中止が発生しないよう、工事主管部署に対し適正な事務処理を徹底するよう改めて
注意喚起をし、再発防止に努め、入札中止が発生した場合には、事業者の方に理解
を得られるよう説明を改める」との答弁をいただいた。

入

町田市の農業と学校給食について第４回定例会
（R4.12）

　　　溝街道の拡幅事業は、交通渋滞や通学路の安全確保の観点からも早期に整備
　　　を進めていただきたいと考えている。

　芝溝街道の野津田町から金井入口交差点までの区間は、２０２５年度までに優先
的に整備すべき路線に位置づけられており、東京都が計画幅員２０メートルで整備
することとなっている。

　2022年11月末時点の用地取得率は、野津田車庫バス停付近から新袋橋交差点付
近までの区間は約18％、袋橋交差点から綾部交差点付近までの区間は約3％であ
る。大蔵交差点付近から金井入口交差点付近までの区間については未着手である。

　特に、綾部交差点については、交差点の整備を早期に行って欲しいとの要望を多
くいただいており、整備により通行者の安全性が高まり、信号機の複雑さも改善さ
れ、交通渋滞緩和にも繋がる。現状について町田市では、綾部交差点におけるクラ
ンク形状の交差点を是正するため、都道の拡幅のタイミングに併せて芝溝街道北側
の町田市道鶴川331号線の改良を予定している。

　事業用地については、都道と市道が重複するため、東京都と用地取得や施工範
囲、整備時期等について調整を進めている。としている。工事着手までの間、何か
しらの安全対策を考えていた
だきたいと要望し、取得した
用地の一部を開放し、滞留空
間を設け安全対策を講じると
の答弁をいただいた。

　早期整備に向け、取り組ん
でいきます。

芝溝街道の拡幅と
通学路の安全確保について第４回定例会

（R4.12）
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　　　校給食への市内農産物の利用について市は、「学校給食における市内農産物
　　　の活用促進は、地域産業の活性化にもつながるため、大変重要だと認識して
いる。また、地域で育った新鮮な野菜を積極的に学校給食で提供することで、児童
は地域で採れる農作物を知ることができるとともに、多くの人によって食が支えら
れていることを学ぶことができる。」としている。

　中学校給食センターの稼働も始まっていく中で、一層の地場農産物の活用を図る
ため、市では町田市農協と学校給食における地場農産物の活用に関して、「学校給
食における地場農産物活用に関する連携協定書」を締結する。（12月26日締結）
この協定書の締結により、学校給食に提供しやすい仕組みづくりを町田市農協と協
議していく。協定内容の一つである加工品を町田市農協と共同で開発し、小学校給
食での提供を今年度から開始。「白菜キムチ」、「大根漬け」、「ゆずはちみつゼ
リー」を市内全小学校給食で提供する。

　今後、市内産農産物利用拡大のための仕組みづくりを　　　　　　　　　　　　
生産者の意見も取り入れながら引き続き提案していく。

　次に、認定農業者が年々減少しており、対策として、ビニールハウスの張替え費
用の助成を提案した。市も現在行っている勉強会等のカリキュラムの整備を行って
いき、認定農業者の拡大に努めるとのことであった。
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芝溝街道拡幅後のイメージ(東京都建設局HPより抜粋)

真彦真彦




